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全交流電源喪失 

原子炉および使用済燃料プールは 

継続的に冷却・水位維持 

原子炉隔離時冷却系等の 

注水による炉水位 

およびプール水位の維持 

津 波 

海水系機能喪失 

交流電源復旧 

原子炉冷温停止 

使用済燃料プールの冷却・水位維持 

：災害後の流れ 

：これまでの対策 
（電源車による電源確保） 

：今回追加した対策 

 
○大容量電源装置による電源確保 

大容量電源装置による原子炉の冷温停止に必要な

除熱機能を有する設備などへの電源供給 

○ 高圧電源車による電源確保 

高圧電源車による原子炉の水位維持に必要な

注水機能を有する設備などへの電源供給 

電源確保の概要 
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大容量電源装置の概要 

・高台（海抜５２m）に設置 

・原子炉冷温停止に必要な設備にも電源供給が可能な定格出力 

・空冷ディーゼルエンジンのため津波により海水系ポンプが機能喪失した場合でも運転可能 

◆仕様 

◆主な特徴 

  

 形    式     三相交流同期発電機 

 定格出力    ５０００ｋＶＡ×３台 
          （４０００ｋＷ×３台） 
 定格電圧    １１ｋＶ／６．９ｋＶ 
 
 種       類    空冷ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ  
 回  転  数    ７５０ ｒｐｍ 

 

 燃    料     軽油 

 容    量     ９０ｋℓ 
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大容量電源設備 エンジン発電機ユニット（据付工事前） 
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大容量電源装置の全体イメージ 

地下燃料タンク 

発電機ユニット 
（防音カバー内） 

制御盤, 
電源盤 

起動用発電機 排気サイレンサー 
空冷ラジエータ 
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大容量電源装置の配置図 

高台に配置 

残留熱除去系 

海抜５２ｍ 

海抜２２ｍ 

送電ケーブル 

原子炉建屋 

①発電機ユニット（防音カバー内）

②地下燃料タンク

③空冷ラジエータ

④制御盤および電源盤

⑤変圧器

⑥起動用発電機
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≪参考≫大容量電源装置の設置工事工程表 

※水切り：貨物船から積荷を陸揚げする作業 

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

着工

基礎工事

エンジンユニット水切り※

据付工事

試験，調整

試運転

運用準備
（手順書作成，運転訓練等）

運用開始

平成２３年 平成２４年

2/2

9/16

10/13


